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１ 運営の目的  

  青少年の健全育成を総合的に推進する。      

２ 運営の方針                                                 

(1) 青少年の健やかな成長を支援する。  

(2) 青少年の非行の未然防止と早期発見に努め、

楽しい生活を送るためのアドバイスを行う。  

(3) 青少年の悩みや心配事を、青少年・保護者と  

一緒に考えていく。 

３ 主な事業                                                             

(1) 街頭指導事業 ＜愛の一声で非行防止＞   

青少年が集まりやすい場所で保護者や学校の

眼に届きにくい場所を巡回し、非行化に結びつ

くと思われる行為に対し、「愛の一声かけ」や注

意・助言等、適切な指導の手を差し伸べ、青少年

の反省を促すことで、非行を未然に防止する。  

(2) 育成相談事業 ＜青少年なんでも相談＞ 

青少年の不登校、怠学、いじめ、不良行為、 

  問題行動や悩み事に関する保護者、学校職員、市 

民等からの相談に対し、助言や相談を行う。相談

内容により、保護者の了解を得て関係機関や学校

との連携、専門機関の紹介等を行う。 

(3) 青少年育成事業 

青少年育成のための各種事業を、関係機関・団

体と連携を図りながら効果的に推進する。 

・ 市民への啓発活動（広報資材の市役所への懸

垂・配布） 

・ 見附地区学校警察等連絡協議会、見附市子ど

も支援対策地域協議会等との連携 

(4) シェイクハンド学校訪問 

学期１回、小・中学校へ青少年育成センター所

長・学校教育課長補佐・学校教育課嘱託指導主事

が訪問し、いじめ、不登校、問題行動等の把握、

情報を共有し、課題解決に向けた支援や相談を行

う。 

令和６年度は、最重要課題として「インターネッ

ト利用におけるこどもの性被害等の防止」を掲げて

います。 

令和５年 11月に実施されたある調査によると、

スマートフォン・キッズケータイの学年別所有率は

小学６年生で半数を超え、中学１年生になると７割

３年生では８割に達するそうです。また、小中学校

では、タブレットＰＣを活用した学習活動が日常的

に行われています。スマートフォン等の携帯端末機

器の普及に伴い、ＳＮＳで知り合った人に、だまさ

れたり、脅されたりして児童が自分の裸体を撮影さ

せられた上、メール等で画像を送らされる被害等、

ＳＮＳに起因する犯罪被害に遭った児童の数は、高

い水準で推移しています。また、青少年のＳＮＳ等

を利用する時間が増える傾向にあり、犯罪やトラブ

ルに巻き込まれる機会が更に増加することが懸念さ

れます。このような現状に鑑み、「子供の性被害防

止プラン」及び「こども・若者の性被害防止のため

の総合的対策」等に基づき、地域の関係機関・団体

等が相互に連携・協力して、こどもの性被害の未然

防止、被害児童の保護・支援等に向けた取組を推進

します。また、青少年が安全・安心にインターネッ

トを利用できるようにするための施策である「フィ

ルタリング利用率向上の取組」「青少年のインター

ネットを適切に活用する能力の向上促進」「ペアレ

ンタルコントロールによる対応の推進」を図り、青

少年や保護者等に対し、青少年によるインターネッ

トの適切な利用に向けた啓発を行います。 

見附市青少年育成センター 令和６年度の取組  

５月10日（木）に「見附市青少年育成センター運営委員会」が開催され、令和６年度の青少年育成

センターの運営について、以下のように承認されました。恒例の事業を改善・充実させ、効果的に取り

組んでいきます。 

７月は「青少年の非行・被害防止全国強調月間」 

内閣府は、昭和54年の国際児童年を契機として、毎年７月を「青少年の非行・被害防止全国強調月

間 」と定めています。令和５年度からは、こども家庭庁が主唱し、関係省庁、都道府県、市区町村、協

力・協賛団体と連携して総合的な非行・被害防止活動を展開しています。 
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お青少年育成センターでは、当センターの存在や育

成相談事業について市民に広く知ってもらうために

パンフレットを作成、学校等関係機関に配布してい

ます。裏面には、見附市公式レポーターの村上 徹 

様の漫画を使わせていただき、子ども達や保護者な

ど誰もが気軽に相談できる親しみやすい機関である

ことをアピールしています。今回の一部改訂では、

電話相談と同様に面接相談も毎週（月）～（金）

9:00～16:00の実施としました。メールでの相談も

随時行っています。対象は、見附市に就学・在住さ

れている方です。夏休み前に、市内の小・中・特別

支援学校、高等学校にお届けする予定です。 

街頭指導では、各班毎に巡回場所・時刻（16:00～

20:00 の１時間 30分）を設定し、見附駅やネーブル

みつけ、公園など、青少年の集まりやすい市内各種施

設等を巡回し、青少年への声掛け・指導、環境点検等

を行っています。 

近年は、青少年の違法・危険行為、夜間の子どもだ

けでの徘徊等，巡回時に指導の対象となるような子

ども達の姿は減少しています。また、見附駅周辺では、

高校生が仲間と集ったり電車待ちの時間を有効に過

ごしたりすることができる施設も整備されてきてお

り、青少年を取り巻く環境の変化によって、子ども達

の様子も変化してきています。 

  

 

 

〓〓〓街頭指導の報告より〓〓〓 

４月 17日（木）（19:00～20:30）  

通路上に停めてあった自転車の持ち主の高校生に、

「通行の妨げになるので、次からは歩道上に止めない

で」と話すと、「分かりました」と返事を返してくれた。

気持ちの良い返答だった。 
 
５月 16日（木）（16:00～17:30）  

今日の突風で、見附駅駐輪場（屋根のない所）に置

いてある自転車のうち、1/4くらいが倒れていた。そ

れを、高校の女子生徒４名が自主的に起こしていた。

電車の時間もあるので、声を掛け（その行動を称賛し

て）、途中で止めさせた。今まで、こんな素晴らしい行

動をしている生徒は見たことがなかった。高校にも報 

告してほしいと思った。 
 
６月７日（金）（16:30～18:00）  

プレイラボは、30名程度の小学校児童がボールや持

参した携帯ゲーム機で遊んでいた。多い時には 70 名

くらい来所するとか。 
 
６月 13日（木）（19:00～20:30） 

「MITSUKERU」では、２組の高校生が学習していた。

他に大人が３名利用していた。私たちが伺った時には

もう暗くなっていたのだが、「明るい時間には大人も 

学生も利用してくれる人が多いです」と、スタッフの

方が教えてくれた。 

 

「青少年育成センター紹介パンフレット」改訂しました 

令和６年度、内容を一部改訂し、さらに市民の皆様から利用していただけるようにしました。 

電話相談：（月）～（金）9:00～16:00 

０２５８－６２－５７３９ 

面接相談：（月）～（金）9:00～16:00 

※ 面接相談を希望される場合には、事前に

電話もしくはメールでご連絡ください。 

メール相談：随時 

Mail ： ikuseicenter@city.mitsuke.niigata.jp 

令和６年度見附市青少年指導員の方々を紹介します 

令和６年度も、26名の方々から「見附市青少年指導員」を務めていただきます。７班編成で市内各所を

巡回し、「愛の一声かけ」など街頭指導を実施します。 

令和６年度見附市青少年指導員 （敬称略 ◎印は班長） 

１班 ◎高橋美佐子  小柳英美子  小川 貴子  武田 祥尚 

２班 ◎親松   巌  小林  健  小野  良   山井 裕己 

３班 ◎佐藤 宏子  長谷川隆之  大岩 宏美   加藤 康世 

４班 ◎関口 光弘  西川 直樹   見附高校Ｐ   創進学園高Ｐ 

５班 ◎板垣  秀幸  安藤  光子  小川由紀子  野本菜穂子 

６班 ◎吉野 敬子  徳橋 良子   近藤 伸彦 

７班 ◎清水 芳夫  山本 朝子  渡部美智子 

 

令和５年度の街頭指導実績 
 
〇 活動回数     59回 

〇 従事人数   延197人 

○ 声掛け等件数      111件 


